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Abstract 
   
The purpose of this study was to clarify the present conditions of physical fitness at 
Hokuriku university student based on a physical fitness test. Total of 396 student 
(male: 237, female: 159), aged from 19 and 20 years, participated in the physical 
fitness test program. In the results, two main findings were found. 1. Compared with 
the norm for 18 and 19 years old Japanese university students, the mean scores for all 
subjects were significantly lower in the side steps, endurance running and handball 
throw, and significantly higher in the sit and reach (p<0.05). The mean total test score 
for the subjects were also lower than that in the norm. Generally, the physical fitness 
levels of the subjects were low. 2. The BMI group comparisons showed that the mean 
scores were significantly higher in the normal group subjects than low group subjects 
and high group subjects for most of the test (p<0.05, p<0.01, p<0.001). Especially, male 
of results was significant. These results indicate that the physical fitness level was 
related to their exercise habits. 
 
Ⅰ 序論 




の有無は生活習慣病との関わりが大変深い。厚生労働省は 2000 年から国民が一体となっ 
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までには十分な成果が上がっておらず、特に 20 代の生活習慣病が深刻で、その中でも 25
















は大変有効な手段であるといえる。文部科学省（旧文部省）は昭和 36 年（1961 年）に成
立した「スポーツ振興法」に基づき、体力運動能力テストを開始し、平成 11 年（1999 年）
には改良を重ねて作られた「新体力テスト」を打ち出した。「新体力テスト」は、様々な教
育現場や研究に用いられている。 
本学未来創造学部においては、1 年次、2 年次で 4 単位（4 コマ）の体育実技科目が必修






2  研究目的 
 






1  測定対象 
 




ション」（薬学部 1 年次生前期履修指定科目）を履修している学生（計 396 名）を対象と
し、各授業内で体力測定を行った。 
 
2  測定時期 
 
 測定は全授業 15 回中、第 2、3 週目の授業時間内にフットボールパーク、サウンドトラ
ックにて行った。実施時期は 4 月下旬から 5 月上旬であった。 
 
3  測定内容及び体力要素 
 
 測定の内容は新体力テスト 9)の項目のうち握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、
立ち幅跳び、持久走（男子：1500m、女子 1000m）、50m 走、ハンドボール投げの 8 種目
を実施した。なお、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳びの 5 種目は


















データは 1 年次生と 2 年次生の平均値から、全国のデータは全国 18 歳と全国 19 歳の平均
値からそれぞれ筆者らが算出し、比較を行った。全国平均値との比較を考慮し、3 年次生
以上もしくは 21 歳以上の履修生及び再履修生のデータは除外した。 
 
5  統計処理 
 
 全国平均値との有意差検定には、1 標本 t 検定を用いた。BMI からみた比較には一要因
分散分析を用い、有意差が認められた場合の多重比較には Tukey-Kramer 法による多重比
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1  全国平均との比較 
 
 表 1 に本学男子学生（以下、本学男子群）と全国男子学生（以下、全国男子群）、表 2
に本学女子学生（以下、本学女子群）と全国女子学生（以下、全国女子群）の身体特性を
それぞれ示した。全国男子群及び全国女子群の値は文部科学省「学校段階別体格測定の結
果」8)における 18 歳及び 19 歳の平均値から筆者らが算出した（18 歳平均値＋19 歳平均
値÷2=全国平均値）。全国平均値における標準偏差値と BMI の標本数については、算出不
可能であったため、空欄としてある。男子は身長、体重、BMI の全ての項目において、女





表 1 本学男子群と全国男子群の身体特性 
    身長（cm） 体重（kg） BMI 
本学男子 
平均 170.58*  65.32* 22.44* 
標準偏差 5.66  10.80  3.51  
標本数 237 237 237 
全国男子 
平均 171.44 62.74 21.35 
標準偏差 




表 2 本学女子群と全国女子群の身体特性 
    身長（cm） 体重（kg） BMI 
本学女子 
平均 159.24* 52.95* 20.85 
標準偏差 5.44  7.43  2.50  
標本数 159 158 158 
全国女子 
平均 157.975 51.11 20.48 
標準偏差 




表 3 に本学男子群と全国男子群、表 4 に本学女子群と全国女子群の体力測定値、標準偏
差及び標本数を示した。全国男子群及び全国女子群の値は文部科学省「学校段階別テスト
の結果」8)における 18 歳及び 19 歳の平均値から筆者らが算出した（18 歳平均値＋19 歳
平均値÷2=全国平均値）。全国平均値における標準偏差値については、算出不可能であっ
たため、空欄としてある。男子について、長座体前屈において本学男子群が有意に高い値










表 3 本学男子群と全国男子群の体力測定値 













平均 41.86 31.10  52.65* 54.62* 
標準偏差 7.71  6.33  15.71 8.52  
標本数 235 234 235 226 
全国男子 
平均 42.37 30.50 48.46 57.80 
標準偏差 
標本数 1132 1129 1133 1128 
 












平均 416.75* 7.46* 226.51 24.39* 
標準偏差 88.77  0.72  31.43 5.21  
標本数 216 219 227 226 
全国男子 
平均 390.62 7.36 229.53 26.35 
標準偏差     




表 4 本学女子群と全国女子群の体力測定値 













平均 25.76 22.82  50.89* 45.84* 
標準偏差 4.73 5.74  10.59  6.65  
標本数 158 158 158 156 
全国女子 
平均 26.33 23.16 47.59 47.52 
標準偏差 
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表 3 に本学男子群と全国男子群、表 4 に本学女子群と全国女子群の体力測定値、標準偏
差及び標本数を示した。全国男子群及び全国女子群の値は文部科学省「学校段階別テスト
の結果」8)における 18 歳及び 19 歳の平均値から筆者らが算出した（18 歳平均値＋19 歳
平均値÷2=全国平均値）。全国平均値における標準偏差値については、算出不可能であっ
たため、空欄としてある。男子について、長座体前屈において本学男子群が有意に高い値
を示した。反復横跳び、持久走、50m 走、ハンドボール投げの 4 種目において全国男子群
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表 4 本学女子群と全国女子群の体力測定値 












平均 337.04* 9.15  173.54* 12.81* 
標準偏差 52.62  0.91  22.57 4.13  
標本数 153 153 157 157 
全国女子 
平均 317.72 9.11 169.35 13.79 
標準偏差     




2  BMI からみた比較 
 
 BMI（Body Mass Index：体重÷身長（m）2）と測定結果との関連を深く見るために、
本学学生の測定結果について、肥満判定基準の数値を元に、数値の「低い」群（18.5 未満）、




反復横跳び、持久走、50m 走、立ち幅跳び 6 種目において有意な主効果が見られ、本学女
子群においては立ち幅跳びの 1 種目において有意な主効果が確認された。有意な主効果が
見られた種目について多重比較検定を行った結果、本学男子群においては握力（低 < 高, 
低 < 標準）、上体起こし（高 < 標準）、反復横跳び（高 < 標準）、持久走（高 < 標準, 高 
< 低）、50m 走（高 < 標準, 高 < 低）、立ち幅跳び（高 < 標準）の各群間で有意差が確








F 値 P 値 
握力 6.601 0.002** 低 < 高**, 低 < 標準* 
上体起こし 5.456 0.005** 高 < 標準**  
長座体前屈 0.037 0.963 
反復横跳び 4.889 0.008** 高 < 標準* 
持久走 18.4 0.000*** 高 < 標準***, 高 < 低* 
50m 走 13.22 0.000*** 高 < 標準***, 高 < 低* 
立ち幅跳び 4.661 0.0104* 高 < 標準** 
ハンドボール投げ 3.006 0.0515 








F 値 P 値 
握力 2.047 0.133   
上体起こし 0.35 0.706 
長座体前屈 0.368 0.693 
反復横跳び 2.317 0.102 
持久走 1.229 0.296 
50m 走 1.655 0.195 
立ち幅跳び 5.522 0.00484** 高 < 低**, 高 < 標準** 
ハンドボール投げ 0.639 0.529 
 *:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001 
 
 
各種目の平均値を項目別得点表 10)に基づき 10 段階に得点化し、3 群それぞれの得点結
果を男女別に図 1 および図 2 に示した。なお、50m 走については少数第 2 位を四捨五入し、
それ以外の種目については少数第 1 位を四捨五入したものを測定値とし、得点化した。 
その結果、本学男子群においては、BMI が低い群の総合得点は 47 点、標準群の総合得
点は 54 点、高い群の総合得点は 45 点であった。本学女子群においては、BMI が低い群
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 全国との比較について、男子の合計得点の平均値は本学が 52.12 点、全国が 53.97 点で
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総合得点に着目すると、男子では低い群が 47 点、標準群が 54 点、高い群が 45 点であ
った。標準群の得点は全国平均得点を上回っていることから、低い群と高い群の得点の低
さが本学男子学生全体の測定結果の低さに加担している可能性が示唆された。一方女子で
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2) 本学学生の結果を BMI から比較した結果、男女ともに標準群が最良値を示す結果と
なった。しかし、男子では多くの群間に主効果が確認されたものの、女子ではほとん
ど確認されなかった。この結果から、男子は体格と体力との関連が深く、女子は浅い
ことが示唆された。 
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